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地域の復興に貢献する 

石巻ブロック災害廃棄物処理業務 

 

④抱負 ③趣味･特技 ②主な職歴 ①出身地 

次長 曽根 敏雄 

―9月の主な予定― 
9/2  震災訓練・安全大会 

9/3  鹿島支店幹部パトロール 

   兵庫県議会視察 

   日本セラミック協会視察 

9/4  愛知県環境資源循環促進課視察 

9/9  鹿島支店幹部パトロール 

9/10  石巻老人クラブ見学会 

   新潟県十日町市商工会議所視察 

9/13 NPO法人ﾌﾘｰｽｸｰﾙ彩星学舎視察 

9/19 栗原エコフォーラム視察 

9/27 ひばりのご縁市 

 

雲
雀
野
北
埠
頭
東
側
廃
棄
物
護
岸
埋
立
工

事
は
２
月
２
０
日
の
開
始
か
ら
約
半
年
が 

経
過
し
、
８
月
末
ま
で
の
埋
立
量
は
約
３
０

万
㎥
と
な
り
ま
し
た
。 

 

焼
却
灰
の
造
粒
固
化
材
、
土
壌
洗
浄
後
の

洗
浄
礫
、
脱
水
汚
泥
の
不
溶
化
処
理
後
物
、

再
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ガ
ラ
な
ど
を
中
心
に 

投
入
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
３
０
万
㎥
は

全
体
埋
立
容
量
（
予
測
値
）
約
８
０
万
㎥
の

う
ち
の
約
４
０
％
に
相
当
し
ま
す
。 

 

今
後
は
、
他
ブ
ロ
ッ
ク
・
他
処
理
区
か
ら

の
受
け
入
れ
も

視
野
に
入
れ
て

急
ピ
ッ
チ
で
埋

立
を
進
め
る
こ

と
で
、
年
内
に

も
予
定
エ
リ
ア

全
域
の
埋
立
が

完
了
す
る
予
定

で
す
。 

①
宮
城
県
石
巻
市 

②
石
巻
市
役
所
に
約
４
０
年
間
勤
務 

 

主
に
産
業
・
建
設
の
事
業
部
門
に 

 

 

従
事
し
ま
し
た
。 

③
地
域
イ
ベ
ン
ト
巡
り
と
家
庭
菜
園 

④
復
旧
・
復
興
が
進
ん
で
い
る
こ
と 

 

 

に
対
し
、
被
災
地
の
ひ
と
り
と
し 

 

 

て
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で 

 

 

す
。
少
し
で
も
皆
様
の
役
に
立
つ 

 

 

よ
う
頑
張
り
ま
す
。 

 
 

は
た
ら
く
機
械
シ
リ
ー
ズ
⑱ 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー 

①
宮
城
県
栗
原
市 

②
宮
城
県
の
警
察
官
と
し
て
４
２

年
間
働
き
、
主
に
刑
事
と
し
て

過
ご
し
ま
し
た
。 

③
春
、
夏
、
秋
は
山
野
歩
き
と 

毎
日
約
１
時
間
の
散
歩
、 

 

野
菜
作
り 

④
住
み
慣
れ
た
石
巻
が
大
震
災
に 

 

よ
り
無
残
な
街
並
み
に
変
わ
り 

 

ま
し
た
。
こ
の
被
災
地
を
一
日 

 

で
も
早
く
復
興
さ
せ
る
こ
と
が 

 

現
在
の
仕
事
。
頑
張
り
ま
す
！ 

  
 

次長 八木 誠  

 

 

８
月
３
日
に
気
象
庁
か
ら
東
北
地
方
の
梅
雨
明

け
が
発
表
さ
れ
、
お
盆
前
に
な
っ
て
よ
う
や
く
石

巻
に
も
夏
ら
し
い
夏
が
訪
れ
ま
し
た
が
、
当
事
務

所
の
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
は
い
つ
の
ま
に
か
事
務

所
１
Ｆ
の
窓
を
し
っ
か
り
と
覆
い
、
大
き
な
実
を

い
く
つ
も
つ
け
る
ほ
ど
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
。 

 

収
穫
し
た
ゴ
ー
ヤ
を
ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル
に
し

て
お
い
し
く
い
た
だ
い
た
後
、
８
月
末
に
は
つ
る

の
撤
去
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

 

（
ゴ
ー
ヤ
日
記
は
今
月
号
で
終
了
で
す
） 

ゴ
ー
ヤ
日
記
～se

a
so
n
2

③
～ 

  
 

８
月
１
１
日
現
在
の
災
害
廃
棄
物
の
処
理
数
量
が
２
０
０
万
ト
ン
を
超
え
、
処
理
予
定
数
量(

３
１
４

万
ト
ン)

に
対
す
る
処
理
完
了
率
は
６
５
．
３
％
と
な
り
ま
し
た
。 

 

８
月
末
時
点
に
お
け
る
一
次
仮
置
場
は
残
り
７
ヶ
所
（
雄
勝
町
民
グ
ラ
ン
ド
、
山
鳥
駐
車
場
、
宮
城
水

産
公
社
、
田
代
島
、
雲
雀
野
公
園
、
南
浜
埠
頭
、
雲
雀
野
埠
頭
）
と
な
り
、
当
施
設
（
二
次
仮
置
場
）
へ

の
未
搬
入
量
は
１
０
万
㎥
余
り
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。 

 
先
月
号
で
も
お
伝
え
し
た
通
り
、
廃
肥
料
、
高
含
水
比
津
波
堆
積

物
、
廃
船
舶
、
油
混
じ
り
土
砂
な
ど
の
処
理
困
難
物
の
処
理
も
順
調
に

進
ん
で
い
る
他
、
当
施
設
で
中
間
処
理
を
行
っ
た
後
の
再
生
資
材
や 

飛
灰
・
石
膏
ボ
ー
ド
な
ど
の
最
終
処
分
と
な
る
廃
棄
物
の
搬
出
先
も 

ほ
ぼ
確
定
し
ま
し
た
。 

 

９
月
末
か
ら
は
、
一
時
休
止
し
て
い
た
破
砕
選
別
設
備
の
夜
間
作
業

を
再
開
さ
せ
る
予
定
で
す
の
で
、
焼
却
炉
の
他
、
土
壌
洗
浄
プ
ラ
ン

ト
、
土
質
改
質
プ
ラ
ン
ト
、
ツ
イ
ス
タ
ー
等
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
設
備
が

２
４
時
間
フ
ル
稼
働
の
体
制
と
な
り
、
１
２
月
末
ま
で
の
４
ヶ
月
間
で

約
１
０
０
万
ト
ン
の
処
理
を
行
う
べ
く
、
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
か
け
る 

こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 

固
体
、
液
体
、
気
体
を
運
ぶ
た
め
の
貨
物
自
動
車
で
、
主
に
石
油
・
ガ
ス

な
ど
の
運
搬
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
（
「
ロ
ー
リ
ー
」
と
は
イ
ギ
リ
ス
英
語

で
「
ト
ラ
ッ
ク
」
の
意
味
。
ト
ラ
ッ
ク
は
ア
メ
リ
カ
英
語
） 

 

当
施
設
の
Ａ
ヤ
ー
ド
に
設
置
し
た
給
油
施
設
で
小
型
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
車

（
最
大
積
載
量
４
ｋ
ｌ
）
に
燃
料
（
重
油
・
軽
油
）
を
補
給
し
、
場
内
に
点

在
す
る
数
百
台
に
及
ぶ
バ
ッ
ク
ホ
ウ
な
ど
の
重
機
や
発
電
機
に
パ
ト
ロ
ー
ル

給
油
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

な
お
、
国
内
最
大
規
模
の
焼
却
施
設
が
２
４
時
間
フ
ル
稼
働
し
て
お
り
、 

 

Ａ
ヤ
ー
ド
よ
り
も
さ
ら
に
多
く
の
燃
料
を
使
用
し
て
い
る
Ｂ
ヤ
ー
ド
で
は
、

セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
ー
型
の
大
型
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
（
最
大
積
載
量
１
６
ｋ
ｌ
）

な
ど
を
使
用
し
て
、
各
石
油
メ
ー
カ
ー
の
貯
蔵
基
地
か
ら
燃
料
を
直
送
し
て

い
ま
す
。 

見
た
目
に
も
涼
し
い 

緑
の
カ
ー
テ
ン
で
す
。 

立
派
な
実
を
２
０
個
ほ
ど

収
穫
で
き
ま
し
た
。 

 

処
理
数
量
２
０
０
万
ト
ン
達
成 

荷台のタンクに燃料油を入れて運搬します 

廃
棄
物
埋
立
護
岸
埋
立
３
０
万
㎥
／
８
０
万
㎥ 

 

当
施
設(

Ｂ
ヤ
ー
ド
）
内
で
見
つ
か
り
、
し
ば
ら

く
保
護
し
な
が
ら
里
親
を
探
し
て
い
た
猫
の
親
子
。

今
般
ス
リ
ー
テ
ッ
ク
㈱
の
泉
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
り

快
く
引
き
取
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
Ｊ
Ｖ
職
員

の
関
係
者
一
同

胸
を
撫
で
下
ろ

す
と
と
も
に
、

泉
さ
ん
の
や
さ

し
さ
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。 

赤で囲んだ部分が埋立エリア（H25.5.9撮影） 

8/29 の状況（手前側はほぼ陸地になっています） 

動
物
愛
護
月
間
（？
） 

猫
の
里
親
見
つ
か
る 

雲雀野埠頭一次仮置場での積込み状況 

2/20 埋立開始前の状況 


